
QRコードから
スマホで質問
の内容や録画
が見られます。

12月定例会　13人の議員が一般質問

QRコードから
スマホで質問
の内容や録画
が見られます。

Q
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
は
、伊
藤
市
長

学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
は
、伊
藤
市
長

の
最
大
の
選
挙
公
約
で
あ
り
、市
民
の
要
望

の
最
大
の
選
挙
公
約
で
あ
り
、市
民
の
要
望

も
大
変
多
い
。千
葉
県
下
に
お
け
る
無
償
化
の
現
状

も
大
変
多
い
。千
葉
県
下
に
お
け
る
無
償
化
の
現
状

は
。
は
。A

令
和
６
年

令
和
６
年
1010
月
末
現
在
、千
葉
県

月
末
現
在
、千
葉
県
5454
市
町
村

市
町
村

の
う
ち
完
全
無
償
化
は
、５
市

の
う
ち
完
全
無
償
化
は
、５
市
1111
町
の
町
の
1616
自

治
体
で
実
施
さ
れ
、全
体
の
約

治
体
で
実
施
さ
れ
、全
体
の
約
3030
％
と
な
っ
て
い
ま

％
と
な
っ
て
い
ま

す
。銚
子
市
で
は
、交
付
金
等
の
活
用
に
よ
り
、保
護

す
。銚
子
市
で
は
、交
付
金
等
の
活
用
に
よ
り
、保
護

者
負
担
を
実
質
無
く
し
て
い
ま
す
が
、１
年
ご
と
に

者
負
担
を
実
質
無
く
し
て
い
ま
す
が
、１
年
ご
と
に

無
償
化
実
施
の
判
断
を
し
て
い
ま
す
。

無
償
化
実
施
の
判
断
を
し
て
い
ま
す
。

Q
香
取
市
に
お
け
る
経
緯
と
現
状
並
び
に
今
後

香
取
市
に
お
け
る
経
緯
と
現
状
並
び
に
今
後

の
対
応
は
。

の
対
応
は
。

A
令
和
５
年
１
月
か
ら
小
学
校
６
年
生
と
中
学

令
和
５
年
１
月
か
ら
小
学
校
６
年
生
と
中
学

校
３
年
生
を
無
償
化
し
、令
和
６
年
４
月
か

校
３
年
生
を
無
償
化
し
、令
和
６
年
４
月
か

ら
更
に
中
学
校
１
、２
年
生
を
加
え
、無
償
化
の
対

ら
更
に
中
学
校
１
、２
年
生
を
加
え
、無
償
化
の
対

象
を
小
学
校
６
年
生
、中
学
生
全
学
年
、並
び
に
第

象
を
小
学
校
６
年
生
、中
学
生
全
学
年
、並
び
に
第

３
子
以
降
と
し
、子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
を
拡
充
し

３
子
以
降
と
し
、子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
を
拡
充
し

ま
し
た
。無
償
化
に
係
る
給
食
費
免
除
額
は
、令
和

ま
し
た
。無
償
化
に
係
る
給
食
費
免
除
額
は
、令
和

６
年
度
分
は
当
初
予
算
に
物
価
高
騰
分
を
踏
ま
え
て

６
年
度
分
は
当
初
予
算
に
物
価
高
騰
分
を
踏
ま
え
て

試
算
す
る
と
、１
億
６
０
５
１
万
３
千
円
を
見
込
ん

試
算
す
る
と
、１
億
６
０
５
１
万
３
千
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、国
や
県
等
が
示
す
施
策

で
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、国
や
県
等
が
示
す
施
策

に
も
注
視
し
な
が
ら
、で
き
る
限
り
早
期
に
完
全
無

に
も
注
視
し
な
が
ら
、で
き
る
限
り
早
期
に
完
全
無

償
化
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

償
化
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク
へ
の
助
成
拡
大
を

Q
本
件
に
つ
い
て
、伊
藤
市
長
は
就
任
２
年
目

本
件
に
つ
い
て
、伊
藤
市
長
は
就
任
２
年
目

の
令
和
５
年
度
に
助
成
額
を
２
万
円
か
ら
３

の
令
和
５
年
度
に
助
成
額
を
２
万
円
か
ら
３

万
円
に
引
き
上
げ
た
。近
隣
市
町
の
現
状
は
。

万
円
に
引
き
上
げ
た
。近
隣
市
町
の
現
状
は
。

A
神
崎
町
３
万
３
千
円
、東
庄
町
４
万
４
千
円
、

神
崎
町
３
万
３
千
円
、東
庄
町
４
万
４
千
円
、

多
古
町
７
万
円
、銚
子
市
、旭
市
、匝
瑳
市
は

多
古
町
７
万
円
、銚
子
市
、旭
市
、匝
瑳
市
は

３
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
市
民
の
更
な
る
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、助

市
民
の
更
な
る
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、助

成
拡
大
が
必
要
だ
が
、香
取
市
の
今
後
の
対

成
拡
大
が
必
要
だ
が
、香
取
市
の
今
後
の
対

応
は
。

応
は
。

A
ど
の
よ
う
な
助
成
が
効
果
的
か
中
長
期
的
視

ど
の
よ
う
な
助
成
が
効
果
的
か
中
長
期
的
視

野
で
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

野
で
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

小
見
川
地
区
黒
部
川
の

徹
底
し
た
雑
草
除
去
を

Q
小
見
川
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
黒
部
川
に
、

小
見
川
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
黒
部
川
に
、

近
年
、大
量
の
雑
草
が
頻
繁
に
発
生
し
、景

近
年
、大
量
の
雑
草
が
頻
繁
に
発
生
し
、景

観
を
著
し
く
損
ね
て
い
る
。香
取
市
の
現
状
認
識
と

観
を
著
し
く
損
ね
て
い
る
。香
取
市
の
現
状
認
識
と

今
後
の
対
応
は
。

今
後
の
対
応
は
。

A
黒
部
川
で
確
認
さ
れ
た
雑
草
は
、完
全
な
除

黒
部
川
で
確
認
さ
れ
た
雑
草
は
、完
全
な
除

去
が
非
常
に
困
難
な
特
定
外
来
生
物
の「
ナ

去
が
非
常
に
困
難
な
特
定
外
来
生
物
の「
ナ

ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
」と
思
わ
れ
ま
す
。現
地
確

ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
」と
思
わ
れ
ま
す
。現
地
確

認
を
行
い
、繁
茂
の
状
況
を
河
川
を
管
理
す
る
千
葉

認
を
行
い
、繁
茂
の
状
況
を
河
川
を
管
理
す
る
千
葉

県
へ
報
告
す
る
と
と
も
に
、除
去
に
つ
い
て
要
望
し

県
へ
報
告
す
る
と
と
も
に
、除
去
に
つ
い
て
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

て
い
き
ま
す
。

小
見
川
地
区
五
郷
内
第
一
市
営
住
宅
の

早
期
解
体
を

Q
五
郷
内
第
一
市
営
住
宅
は
、近
年
、老
朽
化

五
郷
内
第
一
市
営
住
宅
は
、近
年
、老
朽
化

が
著
し
く
、防
犯
・
防
火
の
面
か
ら
も
大
変

が
著
し
く
、防
犯
・
防
火
の
面
か
ら
も
大
変

危
険
で
あ
る
。周
辺
の
市
民
か
ら
も
多
く
の
解
体
要

危
険
で
あ
る
。周
辺
の
市
民
か
ら
も
多
く
の
解
体
要

望
が
出
さ
れ
、早
期
の
解
体
が
絶
対
必
要
だ
が
、香

望
が
出
さ
れ
、早
期
の
解
体
が
絶
対
必
要
だ
が
、香

取
市
の
現
状
認
識
と
今
後
の
対
応
は
。

取
市
の
現
状
認
識
と
今
後
の
対
応
は
。

A
五
郷
内
第
一
市
営
住
宅
は
、外
観
の
老
朽
化

五
郷
内
第
一
市
営
住
宅
は
、外
観
の
老
朽
化

が
激
し
く
、景
観
上
好
ま
し
い
と
は
言
え
な

が
激
し
く
、景
観
上
好
ま
し
い
と
は
言
え
な

い
状
況
の
た
め
、令
和
６
年
度
は
解
体
の
実
施
設
計

い
状
況
の
た
め
、令
和
６
年
度
は
解
体
の
実
施
設
計

を
進
め
て
い
ま
す
。解
体
は
、令
和
７
年
度
以
降
、国

を
進
め
て
い
ま
す
。解
体
は
、令
和
７
年
度
以
降
、国

の
補
助
制
度
等
有
効
な
財
源
を
確
保
し
、早
期
に
工

の
補
助
制
度
等
有
効
な
財
源
を
確
保
し
、早
期
に
工

事
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
は

早
急
に
実
施
す
べ
き
で
あ
る

髙
たか

木
ぎ

　 寛
ひろし

議員

Q
国
で
は
２
０
１
８
年
度
か
ら
国
保
の
都
道
府

国
で
は
２
０
１
８
年
度
か
ら
国
保
の
都
道
府

県
化
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
国
保
料

県
化
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
国
保
料

を
軽
減
す
る
自
治
体
独
自
の
取
り
組
み
が
難
し
く
な

を
軽
減
す
る
自
治
体
独
自
の
取
り
組
み
が
難
し
く
な

り
ま
す
。ま
た
、都
道
府
県
化
に
合
わ
せ
て
保
険
料

り
ま
す
。ま
た
、都
道
府
県
化
に
合
わ
せ
て
保
険
料

率
を
同
じ
に
す
る
統
一
保
険
料
を
進
め
よ
う
と
し
て

率
を
同
じ
に
す
る
統
一
保
険
料
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
が
、香
取
市
の
保
険
税
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

い
る
が
、香
取
市
の
保
険
税
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

引
き
上
げ
の
心
配
が
あ
る
が
、ど
う
な
る
か
。

引
き
上
げ
の
心
配
が
あ
る
が
、ど
う
な
る
か
。

A
香
取
市
で
は
、平
成

香
取
市
で
は
、平
成
3030
年
度
に
資
産
割
の
廃

年
度
に
資
産
割
の
廃

止
後
、基
礎
分
、後
期
高
齢
者
支
援
分
、介
護

止
後
、基
礎
分
、後
期
高
齢
者
支
援
分
、介
護

分
を
合
わ
せ
て
所
得
割

分
を
合
わ
せ
て
所
得
割
1010
・
８
％
、均
等
割
４
万
４

・
８
％
、均
等
割
４
万
４

千
円
、平
等
割
２
万
４
千
円
の
税
率
で
課
税
し
、令

千
円
、平
等
割
２
万
４
千
円
の
税
率
で
課
税
し
、令

和
６
年
度
ま
で
の
７
年
間
、税
率
は
変
え
て
い
ま
せ

和
６
年
度
ま
で
の
７
年
間
、税
率
は
変
え
て
い
ま
せ

ん
。千
葉
県
で
は
保
険
税
率
の
県
下
統
一
に
つ
い
て
、

ん
。千
葉
県
で
は
保
険
税
率
の
県
下
統
一
に
つ
い
て
、

千
葉
県
下
の
市
町
村
で
は
、賦
課
方
式
の
違
い
や
収

千
葉
県
下
の
市
町
村
で
は
、賦
課
方
式
の
違
い
や
収

納
率
の
格
差
が
あ
り
、直
ち
に
実
現
は
困
難
で
あ
る

納
率
の
格
差
が
あ
り
、直
ち
に
実
現
は
困
難
で
あ
る

た
め
、段
階
的
に
目
指
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
の

た
め
、段
階
的
に
目
指
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
の

で
、現
時
点
で
は
、税
額
が
ど
う
な
る
の
か
の
判
断

で
、現
時
点
で
は
、税
額
が
ど
う
な
る
の
か
の
判
断

は
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

は
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
保
険
料
未
就
学
児
の
均
等
割
２
分
の
１
軽
減

保
険
料
未
就
学
児
の
均
等
割
２
分
の
１
軽
減

額
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
。ま
た
、

額
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
。ま
た
、1818
歳

未
満
の
均
等
割
の
軽
減
や
廃
止
の
検
討
は
で
き
な
い

未
満
の
均
等
割
の
軽
減
や
廃
止
の
検
討
は
で
き
な
い

か
。
か
。A

保
険
料
の
未
就
学
児
の
均
等
割
の
２
分
の
１

保
険
料
の
未
就
学
児
の
均
等
割
の
２
分
の
１

軽
減
は
、令
和
５
年
度
の
実
績
で
、２
６
８

軽
減
は
、令
和
５
年
度
の
実
績
で
、２
６
８

人
分
で
２
５
５
万
７
０
８
５
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
分
で
２
５
５
万
７
０
８
５
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、現
行
制
度
で
は
均
等
割
額
の
軽
減
を

ま
た
、現
行
制
度
で
は
均
等
割
額
の
軽
減
を
1818
歳
未
歳
未

満
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
は
、財
源
を
所
得
割
額
等
の

満
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
は
、財
源
を
所
得
割
額
等
の

増
額
で
賄
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。香
取
市
で
は
標
準

増
額
で
賄
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。香
取
市
で
は
標
準

保
険
税
率
を
下
回
る
税
率
で
課
税
し
、国
民
健
康
保

保
険
税
率
を
下
回
る
税
率
で
課
税
し
、国
民
健
康
保

険
事
業
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て
運
営
を
し
て

険
事
業
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て
運
営
を
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、

い
る
こ
と
か
ら
、1818
歳
未
満
ま
で
の
均
等
割
額
の
減

歳
未
満
ま
で
の
均
等
割
額
の
減

額
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

額
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
国
保
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
れ
は
、ど

国
保
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
れ
は
、ど

の
位
に
な
る
か
。ど
の
よ
う
な
場
合
に
行
う

の
位
に
な
る
か
。ど
の
よ
う
な
場
合
に
行
う

か
。
か
。A

国
保
財
政
調
整
基
金
の
繰
入
金
の
決
算
額
は
、

国
保
財
政
調
整
基
金
の
繰
入
金
の
決
算
額
は
、

令
和
３
年
度
３
億
５
３
１
８
万
８
千
円
、令

令
和
３
年
度
３
億
５
３
１
８
万
８
千
円
、令

和
４
年
度
４
億
３
５
７
８
万
１
千
円
、令
和
５
年
度

和
４
年
度
４
億
３
５
７
８
万
１
千
円
、令
和
５
年
度

４
億
２
８
３
２
万
２
千
円
で
、令
和
５
年
度
末
の
残

４
億
２
８
３
２
万
２
千
円
で
、令
和
５
年
度
末
の
残

高
は
、７
億
７
３
５
９
万
３
７
６
円
と
な
っ
て
い
ま

高
は
、７
億
７
３
５
９
万
３
７
６
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。財
政
調
整
基
金
の
繰
出
し
は
、条
例
に
基
づ
き
、

す
。財
政
調
整
基
金
の
繰
出
し
は
、条
例
に
基
づ
き
、

財
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